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     弱電離プラズマ=電流層 
地磁気静穏日変化は、
Sq (Geomagnetic 
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    CO2濃度を今の2倍 
     ⇒電離圏の電子密度が5%増加 
図 1. 地球大気層の構造(左図)と地磁気日変化の観測例(右図) 
1960 2000 
2.1 使用観測データ 
    IUGONETの参加機関である京大地磁気センターから提供された全球地磁気データを使用した。ここでは、
時間分解能が1時間で、かつ1900年以降のデータを用いた。 








































































































Res-Sq場の振幅の経年変化は、Elias et al. [2010]で
示された単なる増加傾向だけでなく、この場合、約20年
の周期を持って増減する傾向にある。 
4.3 Res-Sq場の振幅の経年変動の地理分布 
4.4 約110年の地磁気変動の経年変化(太陽黒点使用) 
〇1950年以降の解析で見られた約20年
周期で、Sqの振幅が増加と減少を繰り
返すという傾向は、それ以前のデータ
には見受けられない。つまり、変動の
周期は、30-40年と一定しない。 
〇今後は、電離圏電気伝導度モデル値
との比較から、この変動が何によって
もたらされるのかを考察する。 
〇Sqの振幅が急激な増加を示す時期が
太陽活動が減退する時期に対応する
傾向にある。 
図 9. 1900年から2010
年までの約110年間
のRes-Sq場の振幅の
経年変化。 
縦の点線は、Sq場の
振幅が急激に増加す
る部分に対応する 
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